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理的環境の相違により、帝国支配の強度やシステムは異なっていた。ダサネッチはその中
でももっとも支配の弱い地域だった。だがそこから近隣に目を転ずると、異なる支配シス
テムが広がり、それが民族間の移動を抑制していたとはいえないだろうか。 
 このように、植民地・国家支配の影響については、評者は著者と、少し意見を異にする
部分はある。けれども言うまでもなく、この研究の真価が、それで損なわれることは全く
ない。これはエチオピア牧畜社会、いや東アフリカ牧畜社会のエスノグラフィとして、ま
た戦争のエスノグラフィとして、新たなスタンダードとなるすばらしい研究である。 
